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１．概要（Summary） 

基板表面に電解質高分子鎖を高密度に固定化した

ポリマーブラシは電荷反発や浸透圧により、その高分

子鎖が垂直方向に伸張しているという特徴を持ち、表

面物性を劇的に変えることができる。特に、刺激応答

性高分子で作製したポリマーブラシは外部刺激に応

じて構造変化することで表面物性の制御に利用でき

るため、近年盛んに研究されている。我々はタンパク

質や低分子などの標的分子と特異的に結合し、構造変

化することが知られている DNA に着目し、DNA を

用いてポリマーブラシを作製し、表面物性を制御する

ことを目指している。今回は、DNA の構造変化によ

る膜厚変化を観察のため、DNA ブラシを 2 次元パタ

ーン化するための方法について相談した。 

具体的には、最終的に構造変化を観察しやすい

DNA ブラシのサイズについての議論を行い、フォト

リソグラフ、電子線リソグラフィーの適用について検

討を行った。 

結果としては、蛍光顕微鏡による観察や原子間力顕

微鏡（AFM）による観察をおこなう観点から、それ

らで分析が容易な 10 ミクロンスケールの矩形構造を

作ることが最適であるとの結論に至った。また、DNA

ブラシを固定化するには金表面を用いることから、レ

ーザー描画装置を用いたフォトリソグラフによるパ

ターン形成とスパッタあるいは蒸着による金薄膜作

製を組み合わせた方法による2次元パターン作製を行

うこととした。今後は DNA ブラシの構造変化の実験

の進捗に合わせてパターン形成を行う予定である。 

 

２．実験（Experimental） 

 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 
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